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Can-doに基づく教え方、学び方
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『いろどり 生活の日本語』とは？

外国の人が日本で生活や仕事をする際に必要とな
る、基礎的な日本語のコミュニケーション力を
身につけるためのコースブック（教科書）

入門 初級１ 初級２



本日の目標

『いろどり 生活の日本語（『いろどり』）』、
Can-doを使った教え方・学び方を理解する。



本日の内容

•『いろどり』の対象・レベル

•『いろどり』の学習目標 Can-do

•『いろどり』の素材

＜休憩＞

•『いろどり』の構成・進め方

•「話す」活動 授業体験

•ふりかえり・Q&A



『いろどり』の対象・レベル



『いろどり』の対象

＜これから日本に来る人＞
来日までに「できる」ようになったほうがいいことを
学ぶため

＜すでに日本で生活している人＞
自身の日本語力を確認し、さらに「できる」ことを増
やすため

国際交流基金日本語基礎テスト(JFT-Basic)
の受験準備にも役立つ



『いろどり』のレベル

JF日本語教育スタンダード（A1～C2で日本語レベルを表す）

【A1レベル】
あいさつをした
り、覚えた表現を
使ってごく簡単
なコミュニケー
ションをしたりす
ることができる。

【A２レベル】
身近な話題なら、
短い基本的な日常
会話ができる。

入門 ：A1レベル
初級１・初級２ ：A2レベル



・具体的な欲求を満足させるための、
よく使われる日常表現と基本的な言
い回しは理解し、用いることもできる。
・自分や他人を紹介することができ、
どこに住んでいるか、誰と知り合い
か、持ち物などの個人的情報につい
て、質問をしたり答えたりできる。
・もし、相手がゆっくり、はっきりと話
して、助け船を出してくれるなら簡単
なやり取りをすることができる。

A１レベル A２レベル

・ごく基本的な個人的情報や家族情
報、買い物、近所、仕事など、直接的
関係がある領域に関する、よく使わ
れる文や表現が理解できる。
・簡単で日常的な範囲なら、身近で
日常の事柄についての情報交換に
応ずることができる。
・自分の背景や身の回りの状況や、
直接的な必要性のある領域の事柄
を簡単な言葉で説明できる。

『JF日本語教育スタンダード【新版】利用者のためのガイドブック』p.13



『いろどり』の学習目標
Can-do



＜話しましょう＞

外国に行って、しばらくそこで生活することになり
ました。その国の言語を学ぶとしたら、

・どんなことを目標にしますか。

・どんなことができるようになりたいですか。



『いろどり』の学習目標

日本での実際の生活の中で、
日本語を使って「できること」

＝Can-do

Can-doを達成するための活動

話す 聞く 書く 読む



Can-do例 「入門」

名前や出身などを言って、簡単な自己紹介をするこ
とができる。

飲食店の看板を見て、何の店かがわかる。

食事の写真に簡単な説明をつけて、SNSに投稿する
ことができる。

職場で、1 日のスケジュールについての簡単な説明
を聞いて、理解することができる



Can-do例 「初級」

地域の日本語教室について、友人に質問したり、質
問に答えたりすることができる。

外国人向けのやさしい日本語で書かれた図書館の
利用案内を読んで、内容を理解することができる。

天気予報を聞いて、だいたいの内容を理解すること
ができる。

SNSに、旅行の経験や感想を簡単に書き込むことが
できる。



『いろどり』のトピック
入門 初級1 初級2

1-2課 はじめての日本語 今の私 私の周りの人たち

3-4課 私のこと 季節と天気 レストランで

5-6課 好きな食べ物 私の町 旅行に行こう

7-8課 家と職場 いっしょに出かける 地域のイベント

9-10課 毎日の生活 日本語学習 年中行事とマナー

11-12課 私の好きなこと おいしい料理 上手な買い物

13-14課 街を歩く 仕事の連絡 さまざまなサービス

15-16課 店で 健康な生活 自然と環境

17-18課 休みの日に 交際 私の人生



『いろどり』の学習デザイン

*『日本語教師のためのCEFR』奥村三菜子他 p.36

Can-do（日本語を使ってできること）が学習目標

⇒行動中心アプローチ：
人間の「行動を中心」とした視点で言語教育を
行おうとする考え方*



『いろどり』の学習デザイン

文法・文型・
語彙など
言語知識を
学習

日常生活で何か
ができるようにな
るかもしれない

Can-do 学習目標

Can-doを達成するための
言語知識（語彙、文法・文型、表現など）

・・・ではない



第１回：ご飯、のり、梅干しについて
第2回：肉、じゃがいも、玉ねぎについて
第3回：油、野菜、天ぷら粉について

・
・
・

料理：
第１回：おにぎりができるかも
第2回：肉じゃがができるかも
第3回：天ぷらができるかも

第1回：おにぎりを作る
第2回：肉じゃがを作る
第3回：天ぷらを作る

・
・
・

主な材料
第１回：ご飯、のり、梅干し
第2回：肉、じゃがいも、玉ねぎ
第3回：油、野菜、天ぷら粉・・・

日本料理入門コース
Aコース Bコース



『いろどり』学習デザイン

Can-do 学習目標

Can-doを達成するための
言語知識（語彙、文法・文型、表現など）



Can-do：飲み物をすすめられたとき、何を飲むかなど答えること
ができる。

Can-doを達成するための言語知識は?
（語彙、文法・文型、表現など）



『いろどり』の素材



ウェブサイトからダウンロード可能・無料
https://www.irodori.jpf.go.jp/

本冊

音声



生きた表現が学べる

•動詞の否定形 「～ないです」

• 「です・ます」を使わない普通体

「何、飲む？」

•口語体やカジュアルな言い方

「すいません」「見れる」



言語知識（文法・漢字など）も学べる

文法ノート 漢字のことば



実際に使われているもの（レアリア）で
実践的な日本語が学べる

ファーストフードの店
のメニューを見て、ど
んな食べ物や飲み物
があるかがわかる。

飲食店の看板を
見て、何の店か
がわかる。

友人からの簡単
な誘いのメッ
セージを読んで、
返事を書くこと
ができる。

食事の写真に簡
単な説明をつけて、
SNSに投稿するこ
とができる。



日本の生活や文化も学べる
日本の生活TIPS



各国語版14言語（2022年11月現在）

•韓国語

•中国語（簡体字）

•中国語（繁体字）

•モンゴル語

•インドネシア語

•クメール語

•タイ語

•フィリピノ語（初級1）

•ベトナム語

•ミャンマー語

•ネパール語

•ポルトガル語

•ウクライナ語（入門）

•ロシア語



著作権・利用方針

•教材に自由に加工、それをシェアしてもよい。

•印刷・製本して、貸出、配布できる。

•オンライン授業の教材として利用できる。

•詳しくは・・・

https://www.irodori.jpf.go.jp/privacy.html



『いろどり』の構成・進め方



各課の構成

1課の授業時間

150分～180分

トピックと課のタイトル

導入の質問

活動

・Can-doを達成する
ための活動
・各課に3～6つ



聴解スクリプト
漢字のことば

文法ノート

日本の生活TIPS



全ての活動に共通する進め方

教科書の順番で授業を進めれば、Can-doが達成できる

1. Can-doの確認
2. Can-doを達成するための活動

「話す」 「聞く」 「読む」 「書く」

3. Can-doチェック



「話す」活動の進め方

1. Can-doの確認
2. Can-doを達成するための活動

「話す」

3. Can-doチェック



＜考えましょう＞
どの順番で「話す」活動を
進めますか。

話す

会話例を聞く

文法や表現を学ぶことばを学ぶ



話す
（アウトプット）

文型や表現を学ぶ
（形に注目）

「話す」活動の進め方

ことば・会話を聞く
（インプット）



文型や表現を学ぶ「形に注目」

説明を聞いて文法知識を身に
つけても、コミュニケーション
に結びつかない

（第二言語習得研究）

⇒実際にコミュニケーションし
てみた中から、そこで使われ
ていた文型に注目し、自分で
ルールを発見するプロセスを
重視。



「話す」活動 授業体験
＜「話す」活動 全体的な目標＞

身近な場面で質問したり、質問に答えたり、
自分のことや身近なことについて簡単に

説明できるようになること



『いろどり』初級1（A2）
トピック「今の私」第2課「ゲームをするのが好きです」



「話す」活動の進め方

⑤話す

⑥Can-doチェック

④形に注目

③会話例を聞く
②ことばの準備

①Can-doの確認









趣味は
映画を見ることです。
音楽を聞くことです。

ゲームをするのが好きです。
人と話すのが大好きです。

趣味は
旅行です。

スポーツが好きです。

趣味は
（動詞の辞書形）ことです。
（動詞の辞書形）のが好きです。

趣味は
（名詞）です。
（名詞）が好きです。









各活動の全体的な目標

話す
身近な場面で質問したり、質問に答えたり、自分のことや身近なこ
とについて簡単に説明できるようになること

聞く
日常会話の中で相手の話から大切な内容を理解したり、簡単な
ニュースや公共のアナウンスなどを聞いて、必要な情報を聞き
取ったりできるようになること

読む

日常生活の中でよく目にするお知らせや公共施設の掲示、飲食店
のメニューなどから必要な情報を読み取ったり、外国人向けのや
さしい日本語で書かれたパンフレットなどを読んで、内容を理解す
ることができること

書く
日常生活で必要なフォームに記入したり、友人などにメッセージを
送ったり、身近なできごとについて簡単にSNSに書いて発信でき
るようになったりすること



「話す」以外の活動

【書く】
申込書に、氏名、
国籍、生年月日な
どを書き込むこと
ができる。

【読む】
インスタント食
品などの作り
方を読んで、
理解すること
ができる。

【聞く】
消防訓練の説
明や指示を聞い
て、やり方や注
意点を理解する
ことができる。



ふり返り・Q&A
授業を体験してみてどうでしたか?



本日の目標

次回

『いろどり 生活の日本語（『いろどり』）』、
Can-doを使った教え方・学び方を理解する。

「いろどり日本語オンラインコース」の
特徴を理解し、活用方法を考える。



もっと知りたい方に・・・

• いろどり 生活の日本語＜https://www.irodori.jpf.go.jp/＞

• 国際交流基金 日本語教育通信日本語教育ニュース「無料で使える新教材 『いろどり 生活の日本語』」

＜https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/news/202104.html＞

• 国際交流基金 日本語教育通信 日本語教育ニュース

「『いろどり』サイトに「いろどりの教え方」ページが開設され、教え方動画がアップされました」

＜https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/news/202206.html＞

• JF日本語教育スタンダード

<https://jfstandard.jp/top/ja/render.do;jsessionid=6FA014EFC1B73E887339CF5EE
77F7713＞

• 『日本語教師のためのCEFR』奥村三菜子・櫻井直子・鈴木裕子編 くろしお出版


